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研究成果の概要（和文）：　醍醐寺蔵宋版一切経東禅寺版の目録を出版することができたのは、大きな成果であ
った。
また、醍醐寺以外に保存されている宋版一切経の音釈を中心とした調査をも進めることができた。
　その結果、宋版一切経の音釈は、日本でもそのまま書写・印刷されることがあることがわかった。さらに、宋
版一切経の音釈が、日本の古辞書・音義に直接の影響を与えていることもわかった。

研究成果の概要（英文）：　It was a big outcome that it was possible to publish a catalog of Daigo-ji
 Sung Canon Touzenji edition.
  It was also possible to advance the investigation which made onshaku of the Sung Canon Touzenji 
edition  besides Daigo-ji.

研究分野：日本語史
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１． 研究開始当初の背景 
 
申請者は、2007年～2013年の６年間、
科学研究費による調査によって、醍醐寺蔵
宋版一切経東禅寺版に直に接した。その調
査の中で、宋版東禅寺版から始まり開元寺
版に引き継がれ、思渓版以降の帖末音釈に
も受け継がれた、東禅寺版の函別音釈帖に
強く興味を持った。 
６００函を超える経函のほとんどに、函
別の音釈一帖が附載されているのであり、
その音釈帖に記されている反切・字体注・
義注等が、東アジアの文化にいかなる影響
を与えたのかを知りたい、と考えるように
なった。 

 
 
２．研究の目的 
 
「宋版一切経東禅寺版附載音釈に関する基
礎的研究」と題した本研究の目的は、北宋
末～南宋初に印行された宋版一切経東禅寺
版に附載の函別音釈の実態を明らかにし、
その出典および日本の古文献への影響を解
明することであった。 
 
 
３．研究の方法 
 
目的達成のため、東禅寺版宋版一切経の
現存本のうち最もまとまった遺品である醍
醐寺蔵本における附載音釈の音注を正確に
記述し、今後の宋版一切経附載音釈研究の
基礎資料とした。それとともに、その音注
の出典、および日本への影響について考察
を加えた。 
 
 
４．研究成果 
 
 醍醐寺蔵宋版一切経東禅寺版の目録を出
版することができたのは、大きな成果であ
った。この目録によって、醍醐寺蔵宋版一
切経の価値がいちだんと評価され、醍醐寺
蔵宋版一切経は、国の重要文化財から、今
年度の国宝へとなったことは、研究に携わ
った者としても、喜びであった。 
 
 ①宋版一切経東禅寺版音釈反切の出典 
 
および日本の古文献への影響を解明するこ
とであった。 
 本研究の結果、宋版一切経の付載音釈の
音注は、中国宋代の音韻を反映しているこ
とが判明した。隋代・唐代の音義・辞書・
韻書の反切・同音字注を引用したものでは
ないことがわかった。 
 
 ②宋版一切経東禅寺版音釈反切の日本へ
の影響 

 
 また、宋版一切経の付載音釈は、日本で
もそのまま書写・印刷されることがあるこ
とがわかった。 
 具体的には、鎌倉時代初期に鎌倉の大仏
に奉納された『大般若経』、鎌倉後期に印
刷された春日版五部大乗経、室町時代初期
に書写された尊氏発願書写一切経、応永十
九年に書写された北野社一切経などである。 
 さらに、宋版一切経の音釈が、日本の古
辞書・音義に直接の影響を与えていること
もわかった。たとえば、高山寺蔵『新訳華
厳経音義』鎌倉初期写本である。 
 
 ①醍醐寺以外の宋版一切経音釈の調査 
 
 加えて、醍醐寺以外に保存されている宋
版一切経の音釈を中心とした調査をも進め
ることができた。 
 
 ①宋版一切経東禅寺版附載音釈データベ
ース 
 
 これらの調査・研究の基礎資料である宋
版一切経東禅寺版附載音釈をデータベース
化する入力作業も進行中である。 
 
 
 なお、本研究は、そのすべてを研究代表
者である佐々木 勇が行なった。 
 
 その具体的な成果は、以下に示すとおり
である。 
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